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第12回 時空間情報システム

による地理・歴史学習支援

担当 経営・社会情報学プログラム
教授 山本佳世子

社会情報論
第Ⅲ部 情報通信技術を活用した

研究例



第12回の講義の内容

1．研究の動機

2．時空間情報システムの設計

3．システムの構築

4．システムの運用

5．システムの評価

6．研究開発の今後の展開と課題
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1-1．バーチャル時空間情報システムの開発の背景

 「時空間情報（時間情報+空間情報）」
・現代の情報だけでなく過去の情報も付加可能

 過去と現在の街並みを3次元デジタル地図で再現し，比較可能
なバーチャル時空間情報システムを開発（2016年度）

・過去の出来事や時代背景，ソーシャルメディアで取得できる現代
の情報をデジタル地図上に視覚的に表すことが可能
↓

・GISに関する知識を身に付けるだけではなく，「特定地域の過去
の地理的状況を知ることにより，地域の脆弱性に関する知識を
身につける」「歴史や文化を学ぶ」といった点においても，利活用
されることが期待できる
↑

 バーチャル時空間情報システムの地理教育での利活用
・2022年度以降からの「地理総合」の必履修化
・GIS，グローバル化，防災，ESD（Education for Sustainable 

Development）で現代的要請に応える課題解決型学習を重視
3



データベース
構築機能

情報収集

現実世界

仮想世界

情報解析機能

情報提供・
共有化機能

多様なデータ
ソースの利用

データを総合的に
管理，加工，更新

視覚的な表示，解析，シミュレーション

データの入力と
データベース
構築

データの利用

現実世界への
反映

地図

ファイル

意思決定
支援機能

ソーシャル
メディア
との統合

関係主体間
の議論の場

コミュニケー
ション機能

意思決定の議論の場
への情報提供

推薦システム，
センサシステム
などとの統合

収集したデータ
をビッグデータ
として解析

1-2．基盤システムのGIS（現実世界と仮想世界をつなぐシステム）
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http://www.freemap.jp/world/ga_worldmap_10.html
http://www.freemap.jp/world/ga_worldmap_10.html


2-1．システム設計
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3-1．システム構築
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3-2．システムのフロントエンドの各機能

 利用者登録機能
・ニックネーム，メールアドレス，性別，年齢，パスワード，プロ
フィール画像（任意）を登録

 使用方法とギャラリーの表示機能
・本システムの使用方法，本システムで用いた画像をスライドショー
形式にまとめたギャラリーを閲覧

 コメント投稿機能
・利用者間でコミュニケーションを取り，より便利に楽しみながら本
システムを利用していただくことを目指す

 ソーシャルメディアマッピング機能
・デジタル地図上に選択したソーシャルメディアの位置情報付きの
投稿が表示

 江戸・現代名所再現機能
・グラフィック性能の高さを考慮し，PCからの閲覧のみを想定

 歴史学習機能
・空間情報を基にした歴史学習のためのデジタルテキストの表示
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3-3．システムのインタフェース（使用方法とギャラリーの表示機能）
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3-4．システムのインタフェース
（ソーシャルメディアマッピング機能画面）
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3-5．システムのインタフェース（江戸再現機能画面）
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3-6．システムのインタフェース（現代名所再現機能画面）
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3-7．システムのインタフェース（歴史学習機能画面）
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3-8．システムのインタフェース（歴史学習機能画面2）

13AR/VR/MR系システム



4-1．システムの運用

 システム運用の概要
・2017年1月5日～22日
・システム利用者62名
・運用後のアンケート調査回答者38名，有効回答率61％
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利用者年代 10 20 30 40 50 60
以上

合計

システム利用者数(名) 5 43 4 6 2 2 62
アンケート回答者数(名) 3 30 1 3 1 0 38
有効回答率(%) 60 70 25 50 50 0 61



4-2．システムへのアクセスログ解析結果

 アクセスログ解析の結果
・総セッション数 255
・利用された情報端末
・PCが63.5％
・携帯情報端末が36.5％
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機能名 ページ別訪問者数 割合（％）

利用方法とギャラリー機能 39 10.2

コメント投稿機能 （投稿総数）24  （閲覧総数） 89 23.3

ソーシャルメディアマッピング機能 75 19.6

江戸再現機能 85 22.3

現代名所再現機能 47 12.3

歴史学習機能 47 12.3

合計 382 100.0



5-1．システムの運用評価結果(1)

 各機能ともおおむね良好な評価

 全体
・グラフィックの良いサイトで，退屈しなかった
・歴史学習機能と江戸再現機能を組み合わせると，より分かりやすく
面白いシステムができると思う

・各建物の位置関係や実際の場所との対応が直感的にわかりやす
く，おもしろかった

・シンプルで見やすく，機能も比較的良かった
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5-2．システムの運用評価結果(2)

17



6-1．まとめと今後の研究計画

 地理教育での利活用
・本システムを地理教育におけるGIS教材として捉えると，本システ
ムを用いることにより，空間情報を扱う地理を基盤として時間情報
を扱う歴史の学習も進めることができる
→東京都調布市内の小学校6年生の社会の授業（江戸時代）
での利活用

 複合現実（Mixed Reality）のシステム
・仮想現実（Virtual Reality）にもっと拡張現実（Augmented Reality）
を追加した複合現実（Mixed Reality）のシステムに拡張中

 システムの充実化
・教育系システムと観光系システムに分類
・コンテンツをさらに充実させるとともに，ユーザビリティの向上を
工夫

・幅広い人々が空間情報を基にした歴史学習，観光での利用を楽
しみながら効果的に行うことができるように，今後も開発を継続

18



 対象とするソーシャルメディア
・5種類のソーシャルメディアコンテンツ
（Instagram，Twitter，Flickr，YouTube，Webcams）

 災害対策での利活用
・以上の5種類のソーシャルメディアに世界中から投稿された位
置情報付きの投稿情報を収集し，2次元デジタル地図に集約化
して表示
→災害関連情報では「位置情報が命の情報」

6-2．ソーシャルメディアマッピング機能の利活用範囲
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6-3. ソーシャルメディアマッピング機能の画面（瀬戸内地方）
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6-4. 岡山県倉敷市真備町(1)
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6-5. 岡山県倉敷市真備町(2)
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6-6. 広島県福山市熊野町
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6-7. 愛媛県大洲市
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電気通信大学
大学院情報理工学研究科
情報学専攻/
共同サステイナビリティ研究専攻
山本佳世子研究室

バーチャル時空間情報システム
https://login-
history.herokuapp.com/login.php

地理情報システム学会教育委員会編（2017）
「地理空間情報を活かす授業のためのＧＩＳ教材」，
古今書院
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